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北海道厚団地方トドマツ林における

「アテ」の出現

力日 車内
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まえがき

この報告は1ÌÍl報*にひきつづいて，北海道石狩国厚田地方のトドマ Y原生林にもうけた約 0.4ha の標

準地からえらんだ供試木の地上高ごとに，年fr命巾と秋材率を観察して，年輪に「アテJ 'がみとめられたも

のをすべてとりあげ，その年輪巾と「アテ」の程度をしめす量とみなされる年輪内にしめる秋材をふくめ

た着色帯部の比率とむすびつけて，それが株分のなかでどのようにさを化しているかをしろうとしたもので

ある。

このように「アテ j のあらわれかたを林分の生長条件による反広とみるときは，森林から木材を収穫す

るにあたって p そこに生産された「アテ」の量を推定する根拠をあたえ，また材料としてほとんど不適当

な「アテ」材を森林縦営の方法で:減少せしめうる限界についても正しい認識をあたえるであろう。

この実験にあたって，たえず御指導と御便宜をあたえられた林業試験場北海道支場長拶[J下鋼造氏，林業

試験場木材部長斎藤美篤氏，前林業l弐験場札幌支場長林仔五氏に深く謝意を表するとともに，測定観察に

協力された竣官蕪木自輔，辻完司，中川f中策の諸氏にあわせて写く謝意を表する。

(1) 木材部材料科材質研究室長
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試験地のあらまし

この研究を行った試!主主地や供試木はすべて

前報に記載したものと同じであるが，さらに

その仔細をしめすために地形と関係位置を

Fig. 1 にかかげた。 標準地としてえらんだ

がJ 0.4 ha の株分は峯筋のほぼ平坦な地械を

さかL 、として南北の斜面からなっており，そ

のあらましは前報に記載しであるが，これら

の斜面のなかでその傾斜が局部的にかなり複

雑に安化しているので，供試木を伐保後その

伐痕を中心として半径 1~3m まで N ・ S.

E ・ W の 4 方位に立地の傾斜角をはかり，そ

れぞれの供試木の立地の傾斜角とすることに

Fig. 1 標 ij主地の地形と関係位置 した。

I 観察の方法

年輪巾と秋Jオの観察は~r~輸を x20 ぐらいに拡大して行ったが，そこに「アテ」があらわれているかど

うかは細胞の形態的な特徴と異常な濃褐色の着色の程度などからほぼ主観的にきめたので，このような方

法では非常に弱L、「アテ」の分化や，被圧された年輪にあらわれてくる「アテ」などについてはその識別

がかなりむつかしかった。しかし，ともかく年輪に多少とも「アテ」の分化がみられるものはすべて[ア

テJ として正常な年輪から区別した。また年輸のなかで秋材と['テ」とのさカへ、をきめることもむつか

しいので， 1アテ」の分化している年輪では秋材とそれiに連続している「アテ」の着色借をふくめてその

合計が年輪内にしめる比率を「アテ」材率としてもとめることにした。したがって，この「アテ」材率で

はE確には「アテ」の分化する度合唱ゴしめすことにはならないが， 1アテ」のあらわれてくる量がその分

町大生長噌南町志向

Fig.2 成長の偏筒にともなう

一般的な「アテ」の形態

化の程度に比例しているものとみられ，これにたいし秋材の形成は

「アテ」の分化に無関係であるとして，ここでいう「アテ」材率か

らその分化の度合を推察できると考えた。

肥大生長の{扇情にともなってあらわれてくる「アテ」の分化は

Fig. 2 のように生長の偏侍した年輸の圧縮側材部にあらわれ， 1ア

テ」の分化した半径方向には春材部， 1アテ」材部，秋材部の層が

みられる。このような状態は肥大生長のはじめから「アテj を分化

する条件があたえられているとしても，春材形成のはじめにはその

抵抗性が強いと考えられ，これを周有な抵抗性とみなすならば，こ

こでいう「アテ」材率はその分化の度合をしめすものとみなされる

であろう。
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目観察の結果

( i ) 斜面と「アテ」の分化

地上高ごとにあらわれる年輸のうちで， Iアテ」の分化しているものを年輪巾の一定の範問 (~0.5

mm, 0.6~1. 0mm， ....)に分類しその供試木が生立した斜面に集計して Table 1 にしめした。

Table 1. 供試木の生立した斜面と年輪巾による「アテ」の分化

峯 筋 ゴヒ 斜 面 南 斜 面

年輪巾 1 手紙全特融アテの アテの全年輪数アテの アテの全年輪数アテの
mm  |度数年高槻t 度数年輪数 l 度数

~ 0.5 320 1534 20.8 965 3288 29.3 496 3552 13.9 
0.6~ 1.0 1 162 1036 13.5 617 斗228 19.1 545 3541 15.3 
1. 1~ 1. 51 127 1044 12.1 341 2706 12.6 400 2897 13.8 
1. 6~ 2.0 106 757 14.0 215 2217 9.6 239 2400 9.9 
2.1~ 2.5 95 516 18.4 183 1880 9.7 202 2392 8.4 

2.6~ 3.0 41 184 22.4 123 1536 8.0 117 2250 5.2 
3.1~ 3.5 36 106 • 33.9 113 1182 9.5 127 1950 6.5 
3.6~ 4.0 16 46 34.7 60 828 7.2 111 1736 6.3 
4.1~ 4.5 q 23 39.1 37 601 6.0 86 1179 7.2 
4.6~ 5.0 8 31 34.7 23 395 5.8 64 705 9.0 

5.1~ 5.5 12 308 3.8 35 439 7.9 
5.6~ 6.0 10 169 5.9 21 210 10.0 
6.1~ 6.5 7 117 5.9 20 92 21.7 
6.6~ 7.0 5 71 7.0 15 82 18.2 
7.1~ 7.5 2 40 5.0 8 49 16.3 

7 .6~ 8.0 4 36 4.4 4 32 12.5 
8.1~ 8.5 つυ 35 8.5 
8.6~ 9.0 3 51 5.8 
9.1~ 9.5 
9.6~10.0 

ここで年輪巾の一定の範囲にあらわれてくる年輪数と「アテ」の分化してし、るものとの百分比は，程度

の差はべつとして，その年輪巾のものが「アテ」に分化している度数をしめしており，これを「アテ」の

度数としてしめした。

層別した供試木の群団で，このような数多くの測定値を集計してみられる傾向は年輸に「アテ」が分化

する確率を意味し，このようにしてつくられた Fig. 3 はそれぞれの斜面で「アテ」の分化する確率分布

をしめすものとみなされる。

これから， 年輪巾1.5mm 以上では峯筋のものが南北の斜面より「アテ」の度数カ丸、ちじるしくたか

しまた年輪巾 4.0mm 以上では南斜面が北斜面よりつねにその度数がたかい。 このような両斜面のち

がL 、を Fig. 3 にハッチングしてしめしたが， 年輪巾の広い領域 (>4.0mm) で南斜面に「アテ」の分

化する確率がたかいのは，標準地内の傾斜が南斜面の方により急峻で，この斜面に肥大偏筒もいちじるし

く，これにともなう「アテ」の分化もはげしいものとみられる。 また峯筋で、は年輪巾1.0mm ぐらいか

ら両斜面にくらべて「アテ」の分化する度数がたかく，いわゆる風衝木にみられる生長の経過をしめして

いる。この峯筋にあらわれる「アテ」の分化を異常なものとみなして南北斜面のみについてみれば，年輪

巾 2.0~4.0mm の領域に「アテj が分化する度数~:n、ずれも 10% 以下になり，斜面によるちがし、もか

なり近づいている。年輪巾のこの領域はすでに前報*で“正常な樹幹生長の過程でつくられる"ものとし

後木材材質の森林生物学的研究第 3 報
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Tこyうし

第 71 号

一+ー向軒面

-<ト北斜面

-x-- 崎晶

--c歩ー~林分

林業試験場研究報告

く裏づけられているように

供試木の群団と

おもう。
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数そもとめ，それが供試木
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秋材の赤禍色の着色帯と「アテ」の分化している年輪にみられる「アテ」材の着色部分のちがし、を無視

して，年輸のな l1 .vこしめるこのような着色部分の

量をその年輪巾にたいする百分率でしめし，その
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その度数分布をテj になる度数をあらわし，
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着色南部の比率が 50% 以下ではそれが「アテ」

になる度数は北，南斜面，峯筋のI1蹟にひくく，そ

の比率が 50% 以上ではこの順位はこれとまった
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く J主にあらわれている。したがって，立地の状態

(この場合は斜面の方向など〉からあたえられる

条件とこれに反応してあらわれる「アテ」の分化

とは，たとえ，条件として作用する量が一様なも

のであるとしても， Iアテ」にたいする林木の感

伝性はそれと簡単な比例関係をしめすものでな

しその抵抗性をしめす曲線は着色帯の一定の割

合 CIアテJ 材率約 50% ぐらしうをさかいとし

て必曲してあらわれている。また，この測定値を

供試木の群凶に集計してそれらの着色市部の比率

と「アテ J に分化する度数を Fig.6 にしめした。

これによると，年輸が「アテ」になる度数は供

試木の群団でことなってあらわれており， その
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「アテ」材率(着色南部の比率)が 75% をさかし、として，それ以下ではつねに下層木の群団に「アテ」

の度数がひくく，それ以上ではかえってたかくあらわれている。

(iv) 地上高と「アテ」の分化

地上高ごとに (0.0 m , 2.2 m , 4.2 m , ....)観察した上司の年輪巾と秒、材率や「アテ」材率の測定値

から，地上高 O.Om の i!llJlË値[のみをとりだしじ 供試木の生立した斜面や供試木の群団などに集計・し

て， 年輪巾のき主化とそれにあらわれている「アテ」の度故を地上高 O.Om のものと全樹幹のものとをく

らべて Fig. 7, Fig. 8 にしめした。

これらの Fig. で地上高によるその度数分布のちがし、をハッチングして， この:部分をそれぞれの斜面

または群団で「アテ」の分化が地上高の上昇によって菱化する量にあたるものと考えた。したがって，地
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テ」の分化が低減していく i I~ ~111m.V "", 二主主:22;江主

-;0 I .l lIllif"--・ 火制面(tをと亀QD1恨のヰ曲}

状態は斜面べつにみれば 3mF41 J再1111llV i ¥ ート崎係('Ì" ~1幹内同与抽)
一*_. Lul 葺(佐ζ息00"' の叫軸)

南，北斜面，峯筋のj阪にた
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みれば下，中，上肘木の)1院

にたかくなるものといえよ

う。

ま Tこ P このよう tこ「ア

テ」の分イヒが地上高によっ

て低減してし、く状態は峯筋

のものではその年輪巾に無

関係にほぼ一定している % 

が，他の斜面ではかなり不

規則に~化しており，しか
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Fig.7 地上高と「アテ」の分化

(供試木の生立した斜面による比較)
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'.0 

O.Om と全閥幹内のものとをくらべて Fig.9 にしめした内

これでは蒼色i行部の比率が 30% 以下と 75% 以上の領主主で O.Om のものに「アテ」の度数がややた

かく，この領域

また，地-上k高ごとに年i愉聡が「アテ」に分イ化ヒする度数をもとめると Table 2 にしめし7たこように O.Om てで、

lは主企年年:ij愉術数の 2お3.7%昔が「アテ」に分化しているが，地土上‘I目丙jj 4.2 m までには 5.8% に急i滅成し， これから

地上高 14.2m ぐらいまではその比率はほぼ 6% ぐらいに一定しておれただ 12.2m で部分的に 10%

ぐらいまでたカ aまっているにすぎない。さらに地上高が 16.2 m 以上では「アテJ の度数はほとんど無視

できるほどひくくなっている。このような l送辺から， 1亙妓に立地(斜面lなど〉の影響をうけてつくられる

「アテ」はほぼ 4.2m 以ドにあらわれ， 4.2~14.2 m にあらわれるものはこれの反作用や，それとべつ

な作用のようにみられ，これらの「アテ」はいずれも地

上高 16m ぐらいでほとんど消失しているものといえる

ようである。

(v) 立地の傾斜角と「アテj の分化

供試木のf!t痕を中心としてその方位べつに半径 1~3

m までの傾斜角をはかり， その方向を仰角色街角にわ

けp おなじ方向の角度の大きさを~1Oこ， 11~20o ， 

ーと 10C おきにわけて， 年輪巾と「アテJ 材率の測定

値をその属する樹幹の万位と，その方位ごとにはかられ

た上司の立地の傾斜をあらわす区分にとりまとめて「ア

テ」の分化する度数をもとめたっ
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メ 下層木〈陀上色∞m 円三1 柏)

止このような地上高と「ア

テ]の分化との関係がみら

れる伺械はL 、ずれの群団で、

も年愉巾 (4.5~5.0mm)

以ドで，それ以上ではまっ

たく不規則であった。これ

にたいして，斜国iごとにし

めした Fig.7 で地上高の

影響は峯筋のものをのぞい

て 6.0mm ぐらいの年1翁

巾にまでみとめられてい

る。

つぎに，年輸にしめる着

色山部の比率とそれが「ア

テ」になる度数を地上高

たとえば，半径 2m の立地の傾斜角については，年

輪巾と「アテ」の分化する度数との関係は Fig. 10 と
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Fig. 11 にしめすように ο同主 1m と 3m の立地の傾斜角についてもほぼおなじ傾向がみられる)，通

常木(中・上層木の群団〉と被庄木(下阿木の群団)とで「アテ」の度数のたかい方向が傾斜の方向にた

いしてことなり， 被庄木では Fig. 11 にみられるようにその度数はつねに仰角の方向にいちじるしくた

かくあらわれており p これにたいして，通沼木では Fig. 10 にみられるように， 街角の方向に「アテ」

の度数がたかいのは年輪巾の一定の領減にかぎってあらわれており， Table 3 にしめすように傾斜角の

大きさがませば年論巾のこの限界は漸減しているこ主になる。また，傾斜角の大きさが 10 0 以下のときは

年輪巾が 0.6mm 以下のものに街角の方向の「アテ」の度数がたかし それ以上の年輪巾ではかえって

仰角の方向にその度数がたかくあらわれている。

つぎに半径 1~3m のJÍ:t血で「アテ」の度数をその傾斜角の大きさと傾斜の方向について Table 4, 

5 にしめしたが， 通常木では (Table 4) 傾斜角の大きさにともなう「アテJ の度数はいずれも不規則

で，傾斜の方向によるちがし、もあきらかでない。 しかし，被圧木では (Table 5) 傾斜角の大きさが増す

とその度数もある範屈まではあきらかに増加する経過がみとめられている。

また，街角の方向の「アテ」の度数は仰角の方向よりいちじるしくたかし傾斜角が 300 ぐらいでは 2

f音ちかくなっていると

(vi) 立地の傾斜の方向と「アテ」の分化

立地の傾斜の方向を仰角と術角にわけ，それぞれの方向に測定値をとりまとめて，年輪巾と「アテ」の

度数との関係を Fig. 12 にしめした。 これから年輪巾が約 2.0mm 以上ではつねに街角の方向に「ア

Table 3. テ」の度数がたかく，年輪巾が 1.5mm ぐらい

術角の方向に「アテj の度数がたかくなる年愉巾の領域
十三=てご十 三二二=て では，被圧木の術角の方向にあらわれてくるも

-------傾斜角 1 ~!OO I ~200 ~30つ
| のをのぞいて，その度数はほぼひとししさら

通常木の群[J:I ~0.6mm2.5mm~' 1. 5 mm~!1 ・ Omm~ に， 年輪巾がl.Omm 以下では通常木の仰角

被庄木の群団 l ほとんどすべての領域 の方向と被圧木のm角の方向とがともにその度

一一 数がたかい。したがってこのような傾向から年

Table 4. 通常木における傾斜角と「アテ」の度数

、~一一一睡!竺15向 i Fq -竺一! -1  
立地0: 鋭註--------------恒三|角 10 0 20'ω。 40 0 1び 200 I 30 1 40' I 50つ 60'

半径 1m の立地 i 7.8 1 10.6 ー 1 -!  13.3 i 9.4113.41 7 ・ 7 10 ・ 2 I 9 ・ 4
か 2m か I 9.7 I 13.1 5.2 ~ 10.8 I 7.2 I 12.6 I 8.3 I 12.0 I 8.3 I 4.4 

か 3m か 1 4 . 5 11 1. 0 1 5 ・ 1! -1  12.91 9 ・ 1112.111 1. 01 4.0 I 一
平均 7.3 I 11 ・ 61 5.2 10.8111.1 110.4111.3110.21 7.5' 0.9 

Table 5. 被庄木における傾斜角と「アテ」の度数

\、------傾斜の方向| 仰 角

立地の範囲\\??| l… 200 
1 3什

1, 2m か

か 3m 11 

12.5 

5.6 

l 術角

400 i JOo I 200 I 300 I 400 I 500 600 

12.2114.6 4.0114.8 114.4124.6123.7 12μω 
4.4 I 20.0 I 18.0 I 25.6 I 24.7 128.5 , 

2|12:0|21:l;:4lzll27:6ll 

半径 1m の立地

12.9 I 14.0 

平均 I 9.8 
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ーベ〉一泊徳永のイ'".，の方佃，~分化したアテ"12電気
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Fig. 12 Fig. 13 年織内にしめる着色#Ï]';11の比率が

半径 1-3m の立地の傾斜角と「アテ」の度数 「アテ」に分化する度数

輸に「アテ」が分化する度数は年輪巾1.5mm ぐらいをさかし、として， その1，r.j{WJの領域では「アテ」の

分化する方向が立地の傾斜iこよって通常木と被圧木とで特性的なちがし、をしめしていることになり，

Fig. 12 のハッチングした部分がその量的な&化をしめしていることになる。

つぎに年愉内にしめる着色南部の比率とそれが「アテ」に分化する度数を Fig. 13 に(一例として半

径 3m の立地の傾斜の方向について〕しめしたが，これでは供試木の若手団にかかわらず， つねに僻角の

方向に「アテ」の度数がたかしまたおなじ傾斜の方向では通常木が俊圧木よりその度数がたかし、。しか

し着色市郊の比率が 75% 以上になると被圧木の仰角の方向が通常木の仰角の方向より「アテ」の分化が

かえってたカ=くなり， Fig.6 で上層木と下層木の群団についてみられたこの着色帯部の限界域と一致し

てし、る。それ故，この限界 (75%) 以下では立地の傾斜の方向に関係なく着色目J'部の比率ヵ:おなじであれ

ば通常木が彼圧木より「アテ」の度数がたかいことになり，したがって「アテ」を分化する条件がおなじ

であっても被庄木の抵抗性がよりたかし、ものと考えられる c

(vii) 斡の方位と「アテ」の分化

幹の方f立と年輪に「アテ」が分化する度数をもとめ，その最大と最小を供試木の群日!とそれが生立した

斜面にとりまとめて Table 6 にしめした。

これからあきら虫、なように， 1アテ」の度数の最大や最IJ、はつねに被圧木が通常木よりたかくなってお

り， その最大，最小のあらわれる幹の方位は Fig. 14 にしめしたように，南斜面〔方位SW 19つ， 仰角

nO ) では SW 側(斜面の下側〕に最

大で NE側(斜面の上側)に最小にな

り仇，そ初の最駄大と樹最劇寸小、吋は晴通常林木，被庄跡木 、、ι圭竺竺竺平 峯 筋 : 北斜函 南斜函
と凶叫もいいkにこ同町方淵向で文対加す

れ，北斜面(方位 Nwr，仰角W)

Table 6. 

樹幹の各方位にあらわれる「アテ」の度数の最大と最小

被圧木の群団
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では通常木でその最大は NE側(斜面

の下側)に最小はその対称方向にあら

通常木の群団
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-~ 7テの株式民大lて目峰山

CJJ 7 予の耐とd 品川河 1 ;1: '<'11 1

l 辛tfj: (E-W. \.;とんど早t.:l.) 先制面 CNWマ吋咋魯 14・〉 布令司kiii'($WI'T"i'PilI 22・〉

Fig. 14 1アテ」の度数の最大と最小があらわれる幹の方位

(外円:通常木，内円:被仕木)

われており，向斜面と同様に通常木の

「アテ」がし、ずれも斜面の Iご側に最大

になることをしめしている。これにた

いして，北斜面の被B:.木ではその最大

は NW 1l!lJに，最小はその対，f~;な方位

にあらわれ，通常木にくらべて 90" 転

位してあらわれている。また，峯筋で

は「アテJ の分化が最大になる方位は

通常木では NW 側に被圧木では SE

側にあらわれている。峯筋の附近はほとんど平坦な地借であり，したがってこのような「アテ」の方向転

位が斜面の影苦手によるものであるかどうかはあきらかでないが，すでに Fig. 12 でしめした「アテ」が分

化する限界年il!ìill rわやTltr報の Fig. 13 にしめした斜面ごとの年輪巾のあらわれかたなどカ‘らも， むしろ，

供試木の群団によるちがし、とみなされるようである c

W 研究のあらましとその考察

針葉樹の幹に庄綿材としてあらわれてくる「アテ」は正常な生長をした立木の幹につくられるものにく

らべてその材質がいちじるしくことなるものとして，すでに多くの併究がなされており，またその形成に

ついても外力に応ずる系統桁成のメカニズムとしてしばしば論議され，その分化のi伯12もしだL、にあきら

かにされておわ さらに近年， Hartman および尾中氏等によって「アテ」を分化する条件についても実

験的にいくつかの例証がくわえられている。

しかしながら，どのような条件でどれだけ「アテ」がつくられるかというような問題についてはほとん

ど未知であり，したがって「アテ」の形成が林木の利用のうえにおよぼす影轡についてもまだ不明のこと

が多いように思われる。

この報告はトドマ Y の材質生長についての術究の一部で， Tìtr報と同ーの標準地でその林木について「ア

テ」のゐらわれかたを観察したもので， すでに第 5 報にのべたように地上高ごとに観察した総計 41， 465 

コの年輸のうち， 多少とも「アテ」が分化していたものは 6 ， 185 コでそのがJ 15% が「アテ」といわれ

る異状組織に妥質していたことになる♂

ここではこのような「アテ」の年輪だけをすべてとりあげて，それが標準地の林分のなかで，各個体と

それらを崎別した状態でどのようにあらわれているかをしろうとした。

「アテ」の分化は生長量の単なる連続的な増減ではなくて，細胞の形態や機能を分化した異質なものと

みとめねばならなL 、から，このような定量の方主主は，本来，それが分化する過程でもとめられねばなら散

いものであるが，年輪に「アテ」があらわれているものをすべて生長の量から質への転換としてとりあっ

かいこのようた愛質のあらわれてくる状態をその生長条件に解析した確率分布からもとめようとした。

すなわち，立地の条件〔斜面の種類，傾斜角の大きさなど〕とか供試木の群団について，年総が「アテ」

になる度数をもとめ， その分布由線のことなる状態を本文の Fig. にハッチングしてしめし， それから

「アテ」の分化する過程が生長条件にたし、する反応量としてはかられるものと考えた。

このような観察の結果 iアテ」のあらわれてくる状態はあきらかに生物学的な法則にしたがって生長
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条件にr，c;ずる一定の万向性をしめし，ある限られた領域に~化する動的な安定性がみとめられる。それら

のうち，円寺'I<tr'l句なものとみなされることがらは次のようである。

1. 斜面と「アテ」の分化

(i) 年輪巾1.5ml11ぐらいのものが「アテ」になる度数は斜面によってほとんと、かわらない。

( ii ) if~~ii布巾1. 5mm 以上のものが「アテJ になる度数は峯筋のものが南北の斜面よりいちじるしく

たかい。

(iii) 午~1i街巾 2.0~4.0mm のあいだでは南北の斜面にあらわれる「アテ」の度数はほぼ 10% 以下に

なっている。

(iv) 年愉巾 4.0mm 以上のものが「アテ」になる度数は急斜面(南斜面j が綬斜面(北斜面〕より

Tこ台、 L 、。

( v) 年11(iûのなかにしめる子音色市部の比率が 50% 1:，(下では，北，南斜面，主義筋のJI~iに「アテ」の度数

がたかいが ， 50r，'， 以上ではそのj順位はこれと逆になっている。

2. 供試木の群固と「アテ」の分化

(i) 年輪巾が1. 5-4.5mm のあいだではそれに「アテ」が分化する度数は下，中，上院木のJI~îにひ

くし、。

( ii ) 年:Iftiûのなかにしめる着色端部の比率が 759'ó 以下では「アテ」の度数はド同木にもっともひくいコ

3. 地上高と「アテ」の分化

( i) Iアテ」の分化にたし、ずる地上高の影響は急斜面(南斜面)，緩斜面(北斜面)，平坦地(峯筋〕

のJlR1にぷおきい。

(ii) ïアテ」の分化にたいする地上高の影響は年輪巾が 4.5mm 以下のものにあらわれているが，

斜面の影響が地上高の上昇によってなくなるのはほぼ 6.Omm ぐらいの年輪巾からである。

(iii) 年輸のなかにしめる者色帯部の比率が 30% 以下と 759t 以上とでは， 地上高のひくいものに

「アテ」の度数がた虫、く， 30-75% のあいだでは地上高の影響はほとんどあらわれない。

4. 立地の傾斜と「アテ」の分化

( i ) 通常木で1主主i三輪巾1.5mm ぐらいをさ泊巾、として，それ以下のものは仰角の方向に， それ以上

のものは術角の方向に「アテ」の度数がたかい。また，街角の方向に「アテ」の度数がたカくなる年

愉巾の伺肢は傾斜角の大きさがませばしだL 、に広くなる(年輪巾の狭い方向にひろがる)が，傾斜角

が 10 以下のときはその度数はむしろ仰角の方向にたかい。

(ii) 彼正木では「アテ」の度数がつねに傍角の方向にたカ h く，いずれの方向でも傾斜角の大きさとあ

る範囲までは比例的な関係がみられる。

(iii) したがって1.5mm 以下の年輪巾では通常木と彼圧木とで「アテ」の分化しやすし、方向がこ

となるこ主になる。

5. 樹幹の方位と「アテ」の分化

「アテ」のあらわれやすい幹の方位は斜面の方向に作用されるが，通常木と被圧木とでは同ーの影響を

うけても，その分化が最大または最小になる方位に 90C~180つの転位カ;j;，らわれている。
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Tak己shi KAXO: Forest-biological Studies on th己 Wood Quality. (Report 8) 

On the occurence of compression wood in the Todo・fir (Abies sp.) 

forest at the Atmta c1istrict in Hokkaidδ. 

R駸um� 

In �s paper we c1escribed ti1e results of obserbation about the d2V己Ioping

frequencies of compression wood grown in the sample plot of Toc1o-fir (Abies 

sp.) forest. 

The appearance and the c1evelopm巴nt of compression wood were not 1'ecogｭ

nized as monotonous increase 01' decrease in growth ring, but seemed to be 

dispersec1 abno1'malIy from its celI form anc1 organization. 

So this process had to be obs::rved by analysing the elements of compression 

wood, but in this case we rξsp色cted for the variations of t己ndencies that were 

combinec1 with the developing fr.:quency of compression wood and the other 

elements of growth as shown in Fig. 3-13. 

The g二neraI tendencies of these characteristic variations were as foIlows: 

1. The relation between compression wood and the conditon of sited sIope 

in the sampe plot. 

( i) Tﾍ1ere is no 1'elation between the developing f1'equency of the cJpression 

wood and the sited sIope of the tested woods havinss the width of annuaI 1'ing 

of about 1.5 mm. 

(ﾍi) Ti1e developing f1'三quency of cJmpression wood that has the width of 

an11uaI 1'ing of above 1.5mm has higher value at the ridge than the southward 

or northwarc1 sIope. 

(iii) The c1eveloping f1'equency of the comprεssion wood 出at has the width 

of a11nuaI ring of 2.0 mm-4.0 mm  ﾍ1as the value as unc1er below lO% with 

stability. 

(iv) The tendencies of 出e dev己Ioping f1'equency of the compression wood, 

that has the width of annuaI ring above 4.0 mm , a1'e more apparent on the steep 

(southwarc1)出an on the gentle sIope (northward). 

(v) 111 the case of annuaI ring containing brown colorec1 band below 50% 

as a kind of rot , the developing frξquencies of the compression wood have 

higher values in the order of the northward slopεsouthward sIope and the 1'idge 

slope , but above 50% this o1'der is just T�versed. 

2. Tﾍ1e relation between the group of the storey tree anc1 the developing 

f1'equency of 出e compression wood. 

( i) The c1eveloping f1'equencies of the compression wood that have the 

width of annual rings of 1.5 mm-4.5 mm , have hig疇r values in the order of 

the upper, mic1c11e, and Iower storey trees. 
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(ii) The developing f1'equency of comp1'ession wood in the annuaI 1'ing 

containg brown colo1'ed band. of about 75% has the lowest value in the gr�p 

of the Iowe1' sto1'ey. 

3. The 1'elation between the developing f1'equency of comp1'ession wood c:nd 

the height of stem. 

C i) The influences on the developing f1'equency of the height of stem are 

apparent in the order of the steep slope Csowthward) the gentle slope Cnorthwa1'd) 

and the ridge slope. 

Cii) This tendencies (i) appear only in the range of the width of annual 

ring of below 4.5 mm , but the influences of the slope do not appear remarkably 

in the range of the width of annual ring above 6.0 mm. 

(iii) 1n the case of lower part of tree containing the brown-colored band 

in annual rings below 30% 01' above 75%, the developing frequency of compreｭ

ssion wood has high value, but the tendencies influenced by the height of tree 

do not appear so 1'emarkably in the 1'ange of 30-75%. 

4. The relation between the developing frequency of the compression wood 

and the sitedslope. 

C i) 1n the normally grown tree the cleveloping frequency of the comp1'essiｭ

on woocl has high value both in the direction of an elevation in the case of the 

range of the wiclth of annual ring of below 1.5 mm and in the direction of an 

clepJ;"ession that of above 1.5 mm. 

Cii) So the tendencies of the developing frequency of compr田sion woocl 

are variable in the clirection of sited slope below the range of width of annuaI 

ring of 1.5 mm. 

5. The relation bεtween the f1'equency of the compression wood ancl the 

angle of incIination on the sited slope. 

C i) 1n the normally grown tree the range of the wiclth of annuaI 1'ing 

increas to the narrow part of annual ring, ancl when the more developing frequ・

ency of comp1'ession wood appea1's in the direction of site where the angle of 

slope is below 10 0 , this frequency has rathe1' high value in the direction of 

elevation of slope. 

Cii) 1n the suppressecl tree , the cleveloping frequency of compression woocl 
is always higher in the direction of the increment of slope, and in both directions 

of sIope these are in proportion to the angle of slope within the limitecl range. 

6. The relation bεtween the cleveloping frequency of the compression wood 

and the clirection of standing tree. 

The clirection of standing tree , in which the compression wood occurs , is 

influ巴ncecl by the clirection of sitecl slop巴 But eveロ if the influence is equal in 

both of the normal and the suppressecl, trees the clirections of stancling tree in 

which the frequency is the maximum or minimum are converted the orientation 

at 90 0 -180 0
• 


